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土砂災害に関する情報提供等について

第7回奈良県熊野川上流部の総合的な減災対策協議会 情報提供資料
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【土砂災害に関する最新の防災情報】 ＜国土交通省砂防部より＞

令和４年の土砂災害について（概要）
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○令和４年の土砂災害発生件数の速報値が令和４年１２月２３日に公表されました。

＜令和４年の土砂災害＞

・４２道府県で７８８件※の土砂災害が発生し、死
者２名、人家被害２８４戸の被害が生じた。
※土石流等、地すべり、がけ崩れが発生した件数（火砕流は除く）。

・８・９月の合計では、３２道県で５２４件の土砂災
害が発生し、直近１０年（H24-R3）の同期間の平
均発生件数（３６６件）を上回った。

・台風第１５号では全数の９割以上の１６７件の土
砂災害が静岡県で発生した。これは単一の台風、
単一の県で発生した件数として歴代２位であった。
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【土砂災害に関する最新の防災情報】＜国土交通省砂防部より＞

令和４年の土砂災害について（8/3からの大雨における土砂災害発生状況）

・８月３日から２７日にかけて日本全国で断続的に大雨が降り２２道県で２１２件の土砂災害が発生。

・顕著な被害のあった近年の災害に比べ土砂災害発生件数は少ないものの、全国各地の３６のアメダス観測地点で１時間降水量の観測
史上１位を更新、その結果、土砂災害が局所的かつ集中的に発生したことが今回の災害の特徴といえる。
・また、近年の災害の特徴である土石流とともに流れる流木により被害が拡大した事例が見られた。

・新潟県村上市の小岩内地区では甚大な被害が生じたものの、砂防関係施設が一定程度の効果を発揮していたこと、適切な避難行動
により犠牲者はでなかったことが確認された。
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【土砂災害に関する最新の防災情報】 ＜国土交通省砂防部より＞

令和４年の土砂災害について（土砂災害警戒避難の好事例）
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【奈良県における土砂災害防止に向けた取り組み】

小中学校における土砂災害防止に関する出前講座

・奈良県砂防・災害対策課では、各市町村教育委員会を通じて小中学校へ土砂災害防止に関する出前講座を募集しており、
令和4年度は6つの小学校で実施。（実施市町村:奈良市・宇陀市・平群町・十津川村）
・令和4年度は県土木職員のOB団体である「奈良県砂防ボランティア協会」と連携し、宇陀市室生の「室生地すべり見楽館」に
て合同講座を実施。前半で砂防・災害対策課職員から土砂災害の概要、周囲の土砂災害警戒区域の確認方法の解説を行
い、後半は砂防ボランティア協会員が見楽館のジオラマや屋外の抑止杭、集水井等の施設解説を行った。
＜主な講座内容＞
・奈良県の特徴とこれまでに起こった災害（大和川大水害、紀伊半島大水害）
・土砂災害の種類について ・表層崩壊と深層崩壊について（模型実演）
・付近の土砂災害警戒区域の確認、気象情報の意味合いを解説

＜出前講座の模様＞ ＜室生地すべり見楽館における合同講座＞
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【奈良県における土砂災害防止に向けた取り組み】

土砂災害パネル展 ～土砂災害から身を守るために～

・奈良県砂防・災害対策課では、主に6月の土砂災害防止月間やその後の出水期に、県内各地で「土砂災害パネル展」を実施。
令和4年度は県内のイオンモールや「道の駅吉野路大塔」や防災訓練など、計10箇所においてパネル展および模型実演を実施。
・各パネル展は国土交通省紀伊山系砂防事務所と共催したほか、それぞれのパネル展において個別に奈良地方気象台、奈良
県警察、地元市町村のパネルを展示し、総合的な展示になるように取り組んだ。
・今年度は土砂災害警戒区域を確認できるブースを設置し、自宅付近の土砂災害警戒区域を確認していただいた。
・来年度は、紀伊半島大水害で被害を受けた県南部でのパネル展開催に向け、関係自治体と打ち合わせを行う予定。


